
キッチンカー
あったかい食事支援隊

令和6年能登半島地震 大阪府付託事業

２０２４年４月
一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN 

活動報告書

ご参考資料

Confidential



令和６年能登半島地震によって被害を
受けられた石川県輪島市の被災地支
援のため、官民連携事業としてキッチ
ンカーによる食事の無償提供を実施

参考：

輪島市…関西広域連合により決定された大阪府・

大阪市・堺市のカウンターパート

◆趣旨・目的
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活動期間： ２０２４年１月１６日（火）〜２月２日（金）

計１８日間（１月２４日は大雪のため中止）

活動場所： A:輪島市内の指定避難所

①輪島中学校 ②輪島高校 ③門前公民館

④大屋小学校

B:その他の避難所

①剱地公民館 ②輪島市ふれあい健康センター

③阿岸公民館／ふれあい工房あぎし

提供食数： ２３，９１３食

一日最大２，２６２食（１月１９日）

稼働台数： ７１台（キッチンカー４９台、運搬車２２台）

運営主体： 一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN

担当部署： 大阪府環境農林水産部 流通対策室

◆活動実績
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参考：大阪府報道発表資料①

キッチンカー派遣出発式＠大阪府庁
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参考：大阪府報道発表資料②

防災協定締結＠大阪府庁
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今回の能登半島での活動を契機に一般社団法人地域活性化
プロジェクト縁GINは大阪府と正式に防災協定を締結しました



◆ご提供メニュー

ちゃんこ鍋、中華丼、パスタ、ミネストローネ、牛丼、

肉団子定食、野菜と甘酢あん肉団子、ハムカツ、

揚げ餃子、親子丼、唐揚げ、メンチカツ、ベビーカ

ステラ、ハンバーグ、焼き魚、カレーライス、ケバ

ブ、鶏肉と野菜の煮込み、牛すき煮、サワラの揚

げ浸し、竜田揚げ丼、春巻、焼き鳥丼、チキン南

蛮、中華スープ、野菜スープ、五目炊き込みご飯、

野菜鍋、焼きそば、鯖の塩焼き、サワラ西京焼き、

味噌汁、肉味噌あんかけ、ヤンニャムチキン、コ

ロッケ、鶏と大根の旨煮、地鶏釜飯、旬の煮物、

筍の土佐煮、ササミフライ など
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◆所 感

私たちは今回の活動を通じて、深刻な大規模災害初動期におけるキッチンカー
の持つ機動力、自主運営力（食材仕入れ、調理、提供、ゴミ処理まで自己完結）の
強みを改めて実感するとともに、単独ではなく組織として行政と連携しながらアク
ションを起こすことで、避難所で不安な日々を過ごされている方々にとって最も大切
な「温かくて美味しいお食事」を迅速にご提供することの価値を強く感じることがで
きました。特に今回の震災では能登半島の広い地域で断水が続いたこともあり、人
間にとって必要不可欠なライフラインが困窮するなか、微力ながら被災地の方々の
お役に立てたことは、飲食事業者として無上の喜びです。

他方、私たちと同じような“思い”を胸に被災地に入られた他のキッチンカーと現
場でバッティングすることもあり、指定された避難所でお食事を提供しようとしたとこ
ろ、避難所のほうからお断りされることもありました。皆様に喜んでいただきたい一心
で前日から仕込みをして深夜に大阪を経ち、現場に到着してこれからという時に作
業中止を申し渡されるのはとても辛いことです。また、大阪府がカウンターパートと
して支援する輪島市には、長野県、三重県など他の都道府県による炊き出しも実
施されており、他府県との横連携による情報共有に基づく効率的な実施体制の構
築（避難所の状況及びニーズ把握に基づくキッチンカー共同派遣計画など）も必
要ではないかと思われます。

緊急を要する現場では、「調整より決断と実行」が何よりも重要であり、さまざまな
課題が出てくることは避けられないと思います。私たちが来ることを知らずに先んじ
て炊き出しを行なった個人のキッチンカーも、他府県が派遣したキッチンカーも、み
んな思いを同じくする「同志」です。何より私たちの先には、避難所で明日をも知れ
ぬ不安な毎日を送っていらっしゃる方々がお食事を待っています。極寒の中、歩い
て避難所にお食事を取りに来られる方もたくさんいらっしゃいます。一食たりとも無
駄にすることなく、一人でも多くの方々にお食事を提供する。そのための最善の方
法を、官民連携だけでなく被災者も一体となって考える。この度の活動を通じて獲
得した知見・経験を活かした仕組みの構築は、来たるべき「南海トラフ地震」に備え
るためにも必要な視点ではないかと実感しております。ちなみに、今回参加した
キッチンカーの大半は、大阪の事業者です。  

輪島市における「あったかい食事支援隊」の活動は、2月2日で終了しました。現
在はそれらの食材を用いて珠洲市、七尾市などを中心に自主的な炊き出し活動を
「炊き出し隊」と称して連日実施しています（輪島市の阿岸公民館では、2月3日以
降も25〜30食を毎日ご提供しています）。大変有り難いことに被災地の方々から今
後も継続してほしいという声を多数頂戴しており、私たちの趣旨に賛同してご支援く
ださる皆様にも支えられながら、可能な限り温かいお食事を今後も被災された方々
にお届けしたいと考えています。

また、キッチンカーによる被災地支援は、炊き出しが終了した後もかたちを変え
て継続したいと考えています。ご承知のように、被災地では、失職・休職を余儀なく
された飲食店事業者、生産者が少なくありません。生活再建のためには想像を超
える艱難辛苦が待っているかもしれず、私たちは経済復興の視点で貢献できる方
法を模索しています。私自身、「日本の食まつり」（後援：大阪府、大阪観光局、
2025万博協会）と題してキッチンカーによる食フェスを多数主宰しており、大阪はも
とより、関西、全国のキッチンカー事業者のネットワークを有していることから、例え
ば能登半島の食材を使った食フェスの開催（今回の炊き出しに参加したキッチン
カーを集め、大阪府内を循環するキャラバン形式も検討）や、開催会場での被災地
自治体による「ふるさと納税ブース」の設置、「防災キッチン」と題した防災食の提案
や遊び感覚で防災意識を醸成する防災運動会・体験会など、できることはいろいろ
あると考えています。開催会場やクラウドファンディングでお金を集めてキッチン
カーを購入し、無償貸与による被災地移動販売店舗プロジェクトなどもできるかもし
れません。

最後になりますが、私たちは今回の経験を通じて得た現場の生の感覚、課題、反
省点などを整理・分析し、そのノウハウをベースに行政と連携しながら、キッチン
カーを活用した地元大阪の防災や被災時の「食の確保による命を守る行動」に微
力ながら力を尽くしたいと考えております。この度の事業は、私たちにとって本当に
貴重な機会となりました。吉村知事はじめ大阪府の関係各位には本当に感謝して
おります。ちっぽけな存在かもしれませんが、私たちが大阪の防災、引いては日本
の国土強靭化にお役に立てることを願っております。  

2024年3月28日
一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN

代表理事 枦山義彦
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輪島中学校
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輪島高校
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門前公民館
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大屋小学校
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輪島市ふれあい
健康センター

12



阿岸公民館
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ご提供風景
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●発災直後の早期の現場初動対応

●キッチンカー同士のバッティング

●経済復興支援の視点での取り組み

◆活動を通じて露見した主な課題
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被災地食支援プロジェクト

炊き出し隊 活動レポート
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◆「炊き出し隊」 現在までの取り組み（２０２４年４月９日時点）

活動期間： ２０２４年１月６日（土）〜４月９日（火）

計８８日間（荒天のため、３日間中止）

活動場所： 指定避難所、自主避難所など（現地と調整のうえ都度決定）

・志賀町（富来小学校、能登富士ふれあい文化センターなど）

・七尾市（御祓地区コミュニティセンター、山王小学校など）

・輪島市（輪島中学校、輪島高校、門前公民館、大屋小学校、阿岸公民館など）

・珠洲市（宝立小中学校、緑ヶ丘中学校、大谷小学校、飯田保育所、あみだ湯など）

提供食数： ７３，８４２食

稼働台数： １７８台

支援物資： １６トン

※炊き出しと並行して支援物資の無償提供実施

（キッチンカーの機動力と即応性を最大限発揮）

運営主体： 一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN
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〈炊き出し隊 支援募金のご案内〉

令和6年能登半島地震で避難生活をされている皆さまに、キッチンカーによる暖かくて美味しい
お食事を継続的にご提供するための支援金を受け付けております。皆様からお預かりする支援金は、
被災地における炊き出しボランティアの活動に全額使わせていただきます。
何卒ご理解、ご協力下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

◆被災地炊き出し支援活動の受付口座◆

枚方(ひらかた)信用金庫 守口支店(店番：003)
普通預金 0344808
口座名: 一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN 

シャ)チイキカッセイカプロジェクトエンジン

炊き出し隊
活動レポートはこちら

https://engin.or.jp//notice
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防災意識向上及び一時避難訓練を兼ねた

メディア訴求型参加体験型防災イベント事例(案)



能登復興フェス／防災炊き出しフェス 展開イメージ

■事業名称 「能登復興フェス」「防災炊き出しフェス」など （仮称）
■開催日時 2024年夏／秋ごろ週末2日間開催を想定 ※雨天決行、荒天中止
■開催場所 要調整（大阪市内の1次避難所などを）
■趣旨目的 ・話題性、発信力に富むキッチンカー×防災イベント開催による被災地支援及び

防災キッチンカーの可能性の追求
・被災地の食材仕入れ＝消費行動を通じた被災地の経済復興支援
・被災地市町村ふるさと納税ブース出店による経済復興支援
・大規模災害発生時における初動期の「緊急食」モデルの提案
※大阪府防災協定締結をベースとした「防災モデル」の提示（キッチンカー×防災）
・災害ボランティア飲食業界とのマッチング（食団連など）

■実施内容 ・キッチンカーによる能登半島産の生産物・海産物を使った食フェス
・美味しい防災食の実演販売（湯煎するだけの簡単揚げ物シリーズなど）
・防災キッチン教室 水なし、電気なし、ガスなし調理術
・防災キッチングッズの試験販売（要検討）
・被災地各自治体による「ふるさと納税」ブース展開
・ 防災運動会などの「遊び感覚で災害に役立つアトラクション」の実施
・募金活動、サポーター募集

■出店資格 ・「令和6年能登半島地震」に「TAKIDASHI隊」として被災地で炊き出しを行なった
キッチンカー／事業者、及び潜在的な防災キッチンカー登録事業者

・同プロジェクトの後方支援を行なったキッチンカー／事業者／生産者
■出店者数 ①キッチンカー 20-30店

②被災地自治体ふるさと納税ブース 5-10ブース
③大阪府内各市町村自治体ブース（上記②とのマッチング／コラボ展開を想定）
④その他（防災関連グッズメーカーなど）

■主 催 TAKIDASHI隊（一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN内）
■後 援 大阪府、大阪市、石川県及び県下の各被災自治体、万博協会など

FM COCOLO（阪神淡路大震災を契機に誕生した緊急情報発信ラジオ局）
■協 賛 コカコラボトラーズジャパンなど各社
■特記事項 趣旨に賛同するアーティストによる震災復興ライブステージ

20



避難訓練を兼ねた参加体験型防災イベントの事業スキーム案
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流通事業者
食材提供

業種：大手スーパーマーケット
役割：店頭販売商品及び倉庫備蓄

商品の提供・管理

国／自治体
情報拠点

・情報収集・分析
・防災事業者への連絡・支援要請
・各事業者経費の実費負担

運送事業者
食材輸送

業種：宅配業社、運送会社
役割：避難所への迅速な食材の

輸送

防災関連事業者
ブース出店／協賛

業種：食品、日用品、衛生用品等
役割：物資の無償提供
備考：協賛社としても想定

防災イベント会場
防災訓練型食フェス

趣旨：食フェスの集客力を武器に、災害発生時の
初動機緊急避難対応訓練機能を兼ねた防災イベン
ト。※単なる防災イベントでは人々の興味喚起や
集客力に繋がらず効果が期待できない。地元メ
ディアやSNS事業者を絡めることも検討

飲食事業者
調理・提供

業種：キッチンカー、移動販売車
役割：調理＆無償提供
備考：電気、ガス、水道をすべて

自己調達・自己完結

被災者(地元市民)
イベント参加

・発災と同時にイベント会場と
なる一時避難所に集合

・シミュレーションを兼ねた防災
イベントへの参加

連携

炊き出し
メニュー

メディア
社会実験モデルの報道
災害大国日本の緊急時対応モデル
となるユニークなイベント情報の
発信による啓発アクション

民間企業
資金提供

業種：各種の一般民間事業者
役割：CSR,CSV,IR活動として

事業協賛

災害ボランティア
実地訓練

・災害ボランティアの事前募集
・実践の場としてのイベント参加

連携



復旧から復興期移行プロセスにおける

自立支援／経済復興支援プロジェクト案



ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ事業者
支援金ファンド

商工会議所／商工会
事業主体

・国、被災地自治体との調整
・補助金申請、予算管理
・事業者募集、広報告知
・事業サポート

地元金融機関
事業再建支援

・事業者募集、広報告知
・追加支援(特別融資など)

国／被災地自治体
事業資金

・事業予算拠出(復興予算)
・事業広報

縁GIN
運営事務局

・運営業務全般
・クラウドファンディング管理
(企画・生成・運用・広報)

・事業者向けコンサルティング
・クラファン事業者との連携

事業者(個人、企業など)
プロジェクト実施

・クラファン立ち上げ
・事業計画立案・推進
・支援者へのご報告
・返礼

地震で大きな被害を受けたエリアに住む
個人事業主、商店、小規模事業者、地域団体 

令和6年能登半島地震
クラウドファンディングを活用した
経済復興自立支援サポートファンド

事業スキームイメージ

・プラットフォーム開設
・プロジェクト紹介
・支援金募集、集金、決済

自立化に向けた各種サポート
資金集めコンサルティング

資金調達
事業予算

連 携

自立化
支援

自立化
支援

運営業務
委託
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◆参考事例 京都信用金庫「チーサポ」
※地域に特化したクラファン事例

飲食店編
https://camp-fire.jp/curations/kyoshin-eat

食材卸し編
https://camp-fire.jp/curations/kyoshin-food

「チーサポ」とは「地域」のみんなで「サポート」するプロジェクトのことです。
京都信用金庫は「コロナに負けない!みんな一緒に乗り越えよう!!」という気持ちで、
皆様の力をお借りして、地域の「食」を応援するためのクラウドファンディングページ
を開設しました。
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https://camp-fire.jp/curations/kyoshin-eat
https://camp-fire.jp/curations/kyoshin-food

